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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
最
新
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口

に
よ
る
と
、全
国
に
占
め
る
東
京
圏
の

人
口
割
合
、つ
ま
り
人
口
集
中
度
は
緩

や
か
に
上
昇
し
、東
京
一
極
集
中
は
継

続
し
ま
す
。そ
の
一
方
、半
数
以
上
の

道
府
県
で
県
庁
所
在
地
等
の
地
域
経

済
の
中
心
都
市
人
口
の
割
合
は
、東
京

圏
の
人
口
集
中
度
以
上
に
大
き
く
上

昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、今
後
は
東
京
一
極
集
中
以
上
に

「
多
極
集
住
」が
進
む
と
い
う
こ
と
で

す
。全
国
の
都
道
府
県
、市
町
村
、東
京

都
区
部
、政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
行

政
区
の
、そ
れ
ぞ
れ
の
2
0
5
0
年
ま

で
の
将
来
推
計
人
口『
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口（
2
0
2
3
年
推
計
）』

が
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
か
ら
2
0
2
3
年
末
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。前
回
は
2
0
1
5
年
の
国
勢

調
査
を
受
け
て
2
0
1
8
年
3
月
に

公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
全
国
の
将
来

推
計
人
口
の
公
表
が
遅
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、地
域
別
将
来
推
計
人
口
も
遅

れ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
は
、日

本
地
域
社
会
の
将
来
像
を
表
す
基
本

的
な
指
標
で
あ
り
、日
本
の
将
来
の
姿

が
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。日
本
全
体

の
人
口
は
2
0
0
8
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
始
め
ま
し
た
が
、地
方
圏
で
は多 極 集 住

東京圏

長野市

名古屋市大阪圏

今
後
は
東
京
一
極
集
中
以
上
に

　
　
　
　
地
域
の
中
心
都
市
に
人
口
が
集
中
す
る
「
多
極
集
住
」
へ

都
市
間
格
差
、
不
動
産
格
差
拡
大

都
市
に
集
中
す
る
人
口

　

      

地
方
で
も
加
速
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ま
た
、全
体
の
人
口
に
占

め
る
6
5
歳
以
上
の
割
合
は

　

今
回
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
、2
0
1
5 

年
か
ら
2
0
2
0 

年
に
か

け
て
人
口
が
減
少
し
た
3
9 

道
府
県
に
お
い
て
、今
後
人

口
が
反
転
上
昇
す
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

に
、人
口
減
少
が
一
度
始

ま
っ
た
地
域
は
反
転
上
昇
が

極
め
て
難
し
い
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
推
計
に
よ

り
ま
す
と
、2
0
5
0 

年
の

人
口
を
2
0
2
0 

年
比
で

見
ま
す
と
、増
加
す
る
の
は

東
京
都
だ
け
で
す
。沖
縄
県

は
わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま

お
り
、2
0
2
0
年
の
国
勢

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、自

治
体
別
の
推
計
を
公
表
し
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

2
0
5
0
年
に
は
日
本
の
人

口
は
1
億
4
0
0
万
人
余
り

に
な
り
、東
京
を
除
く
す
べ

て
の
道
府
県
で
2
0
2
0
年

よ
り
減
少
す
る
見
通
し
で

す
。2
0
5
0
年
ま
で
の

3
0
年
間
で
人
口
の
減
少
率

が
最
も
大
き
い
の
は
秋
田
で

4
2
％
、青
森
が
3
9
％
、岩

手
と
高
知
が
3
5
％
な
ど
と

な
っ
て
い
て
、全
体
の
2
割

に
あ
た
る
1
1
の
県
で
は

3
0
％
以
上
減
少
す
る
見
通

し
で
す
。市
区
町
村
別
で
み

る
と
、全
体
の
9
6
％
の
自

治
体
で
2
0
5
0
年
の
人
口

が
2
0
2
0
年
よ
り
減
少

し
、6
割
の
自
治
体
で
は
人

口
が
3
0
％
以
上
減
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

2
0
5
0
年
に
は
東
京
を

除
く
す
べ
て
の
道
府
県
で

人
口
が
今
よ
り
減
り
、こ
の

う
ち
2
割
は
3
0
％
以
上

減
る
と
い
う
推
計
を
国
の

研
究
所
が
ま
と
め
ま
し
た
。

 　

人
口
減
少
が
進
む
ペ
ー

ス
に
地
域
で
差
が
出
て
く

る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。「
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
」は
5
年
ご
と
に
人
口

の
将
来
推
計
を
ま
と
め
て

そ
れ
よ
り
早
く
人
口
減
少

が
進
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
い

こ
と
も
あ
っ
て
、人
口
減
少

へ
の
危
機
感
は
大
都
市
圏

秋
田
が
最
も
高
く

5
0
％
と
半
数
を
占
め

る

ほ

か
、
青

森

で

4
8
％
、岩
手
で
4
6
％

な
ど
と
な
る
見
通
し
で

す
。た
だ
し
、大
都
市
圏

以
外
の
多
く
の
地
域
で

は
6
5
歳
以
上
の
人
口

も
減
少
に
転
じ
、市
区
町

村
別
で
は
7
割
の
自
治

体
で
6
5
歳
以
上
の
人

口
が
減
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。

　

推
計
で
は
、特
に
東
京

に
人
口
は
集
中
し
ま
す

が
、大
都
市
で
は
人
口
が

維
持
さ
れ
、一
方
、地
方

で
は
人
口
が
激
し
く
減

少
す
る
両
極
端
の
推
計

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、人
口
減
少
の
ペ
ー
ス

が
早
い
地
方
で
は
、こ
れ

ま
で
使
っ
て
い
た
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
交
通
機
関

が
存
続
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
、人
口
の
規
模

に
見
合
う
よ
う
見
直
し

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ま
た
特
に
地
方
で
は
、高

齢
者
を
中
心
に
地
域
で
暮
ら

す
人
の
生
活
の
質
が
落
ち
な

り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
は

2
0
2
0 

年
〜
2
0
5
0 

年
に
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

そ
の
中
で
減
少
が
際
立
つ
の

は
大
阪
圏（
大
阪
府
、京
都

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）。

2
0
2
0 

年
〜
2
0
5
0 

年
の
大
阪
府
の
人
口
減
少
率

は
▲
1
7
．8
％
で
、東
京
圏

（
東
京
都
、神
奈
川
県
、千
葉

県
、埼
玉
県
）の
4 

都
県
や

愛
知
県
、福
岡
県
と
い
っ
た

全
国
有
数
の
大
都
市
を
抱
え

る
県
よ
り
減
少
率
が
か
な
り

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
課
題

と
な
る
で
し
ょ
う
。最
早
、車

で
の
移
動
を
中
心
と
し
て
拡

大
さ
せ
て
ゆ
く
地
域
の
あ
り

方
な
ど
考
え
て
い
る
場
合
で

は
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、地
方
の
人
口
減

少
を
止
め
る
た
め
に
は
企
業

の
役
割
が
重
要
に
な
り
ま

す
。若
い
世
代
が
一
方
的
に

地
方
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う

状
況
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、企
業
の
役
割
は
非
常
に

重
要
で
、地
域
で
事
業
を
継

続
・
発
展
さ
せ
、雇
用
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。特
に
今
は
女

性
の
東
京
へ
の
流
入
が
多

く
、今
後
、想
定
以
上
に
子
ど

も
が
減
る
地
域
が
出
て
く
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。女

性
の
雇
用
を
ど
う
生
み
出
し

て
地
域
に
留
め
て
お
く
か

が
、行
政
に
と
っ
て
必
要
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

の
人
々
よ
り
も
地
方
圏
の

人
々
の
方
が
、現
実
問
題
と

し
て
実
感
し
て
い
ま
す
か

ら
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

65歳以上の割合65歳以上の割合
（2050年）（2050年） 45

40

35

30

30以下

％

【出典】国立社会保障・人口問題研究所

人口増減率人口増減率
（2050年）（2050年）

0

-30

-30以上

％

【出典】国立社会保障・人口問題研究所

2020年との比較2020年との比較

※福島県「浜通り地域」は1地域としてまとめて推計

人
口
減
少
の
日
本 
2
0
5
0
年
に
は
ど
う
な
る

東
京
一
極
集
中
は
今
後
も
続
く

人口減少 ...
　少子高齢化 ...
人口減少 ...
　少子高齢化 ...
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ま
た
、東
京
一
極

集
中
は
、長
期
に
わ

た
り
地
域
別
人
口

動
向
の
大
き
な
特

徴
で
す
。そ
こ
で
、

全
国
に
占
め
る
都

市
圏
の
人
口
割
合

（
人
口
集
中
度
）を

見
る
と
、東
京
圏
は

2
0
2
0 

年
の

2
9
．3
％
か
ら

2
0
5
0 

年
の

3
3
．
7
％
へ
、

4
．4
％
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
ま
す
。一

方
、名
古
屋
圏（
愛

知
県
、岐
阜
県
、三

重
県
）は
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、大
阪
圏
は
微

減
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
東
京
一
極

集
中
が
進
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

1 

月
公

表
）
で

は
、こ
の

よ
う
な

状
況
を

「
多
極
集

住
」と
表

し
て
い

ま
す
が
、

今
後
は

東
京
一

極
集
中

以
上
に

多
極
集

住
が
進

展
す
る

こ
と
が

わ
か
り

ま
す
。

占
め
る
中
心
都
市
の
人
口
割

合
＝
人
口
集
中
度
は
上
昇
し

ま
す
。2
0
2
0 

年
か
ら

2
0
5
0 

年
に
か
け
て
、県

庁
所
在
地
の
ほ
と
ん
ど
で
人

口
集
中
度
は
上
昇
し
ま
す
。

さ
ら
に
、そ
の
人
口
集
中
度

の
上
昇
度
合
い（
％
ポ
イ
ン

ト
）
に
お
い
て
、
東
京
圏

（
4
．4
％
ポ
イ
ン
ト
）を
上

回
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、都
道
府
県
単
位

で
今
後
最
も
人
口
減
少
が
進

む
秋
田
県
で
も
、秋
田
市
の

人
口
減
少
は
緩
慢
で
す
。そ

の
た
め
、秋
田
市
の
人
口
集

中
度（
秋
田
県
に
占
め
る
秋

田
市
の
人
口
）は
2
0
2
0 

年
の
3
2
．
1
％
か
ら

2
0
5
0 

年
の
3
9
．4
％

ま
で
高
ま
る
見
通
し
で
す
。

2
1
0
0 
年
ま
で
の
人
口

減
少
社
会
へ
の
対
応
方
針
を

提
言
し
た
人
口
戦
略
会
議

「
人

口

ビ

ジ

ョ

ン

2
1
0
0
」（
2
0
2
4 
年

　

地
域
別
将
来
推
計
人
口
を

市
区
町
村（
政
令
指
定
都
市

の
区
は
含
ま
れ
な
い
）別
に

見
る
と
、2
0
5
0 

年
の
人

口
が
2
0
2
0 

年
比
で
上

回
る
地
域
は
約
1
，7
0
0 

の
う
ち
7
7 

と
な
っ
て
お

り
、極
め
て
例
外
的
存
在
と

い
え
ま
す
。そ
の
う
ち
東
京

圏
に
属
す
る
市
区
町
村
が

4
5 

と
半
分
以
上
を
占
め

て
お
り
、東
京
圏
一
極
集
中

の
強
さ
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、今
後
の

市
区
町
村
別
人
口
動
向
に
お

け
る
大
き
な
特
徴
の
一
つ

は
、県
庁
所
在
地
等
の
地
域

経
済
の
中
心
都
市
へ
の
人
口

集
中
で
す
。前
述
の
よ
う

に
、ほ
と
ん
ど
の
道
府
県
で

人
口
が
大
き
く
減
少
す
る

が
、地
域
経
済
の
中
心
都
市

で
は
わ
ず
か
に
人
口
が
増
加

し
、ま
た
は
人
口
が
減
少
し

て
い
て
も
そ
の
ペ
ー
ス
が
緩

慢
で
あ
る
た
め
、道
府
県
に

　

高
齢
者
も
東
京
一
極
集

中
が
進
む
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
高
齢
者
に
お

け
る
市
区
町
村
別
の
人
口

集
中
度（
高
齢
者
人
口
に
お

け
る
当
該
都
道
府
県
に
占

め
る
市
区
町
村
の
割
合
）で

見
る
と
違
う
側
面
が
見
て

取
れ
ま
す
。次
ペ
ー
ジ
の
グ

ラ
フ
は
都
道
府
県
庁
所
在

地
の
そ
の
都
道
府
県
に
お

け
る
6
5
歳
以
上
と
7
5

歳
以
上
の
人
口
集
中
度
を

見
た
も
の
で
、多
く
の
都
道

府
県
庁
所
在
地
で
高
齢
者

の
人
口
集
中
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
地
域
別
人
口
の

高
齢
者
で
も
地
方
圏
を
中
心
に
都
心
集
中
が
進
行

■県庁所在地別に見た人口集中度、人口増加率

【出典】国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（2023 年推計）』より

■都道府県別人口増加率（2020 年～ 2050 年）

【出典】国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（2023 年推計）』より
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今
後
都
心
集
中
が
地
方
圏
で
も
加
速

　

高
齢
者
も
地
方
圏
ほ
ど
中
心
的
な
都
市
に
集
中

　

今
後
の
ト
レ
ン
ド
は
地
域
経
済
の
中
心
都
市
に

　

人
口
が
集
中
す
る
「
多
極
集
住
」
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大
き
な
特
徴
は
各
道
府
県
に

お
け
る
道
府
県
庁
所
在
地
や

地
域
経
済
の
中
心
都
市
へ
の

集
中
が
加
速
し
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。ま
た
大
都
市

圏
内
で
も
都
心
の
区
へ
人
口

が
集
中
し
て
ゆ
き
、都
心
集

中
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
く

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
、今
後
の
人
口

増
加
が
期
待
で
き
る
、も
し

く
は
増
加
と
ま
で
は
い
か
な

い
が
減
少
率
が
ゆ
る
や
か
な

都
市
は
、三
大
都
市
圏
を
除

け
ば
県
庁
所
在
地
や
地
域
経

済
の
中
心
都
市
、そ
し
て
そ

の
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良

い
周
辺
都
市
に
ほ
ぼ
限
定
さ

れ
、そ
れ
以
外
の
市
区
町
村

で
は
、か
な
り
の
人
口
減
少

を
前
提
と
し
た
地
域
社
会
の

あ
り
方
を
考
え
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
が
続
く
地
方
中
小

　

も
う
既
に
地
方
の
中
心
都

市
へ
の
人
口
集
中
は
始
ま
っ

て
い
ま
す
。と
言
う
の
も
日

本
全
国
、横
浜
・
広
島
な
ど

の
政
令
指
定
都
市
や
長
野
な

ど
県
庁
所
在
地
、ま
た
高

崎
・
福
山
な
ど
他
の
中
心
都

市
で
、こ
の
と
こ
ろ
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
が
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。長
野

市
で
は
中
心
市
街
地
で
販
売

価
格
1
億
円
超
の
マ
ン
シ
ョ

ン「
億
シ
ョ
ン
」や
、2
0
階

建
て
以
上
の
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン（
タ
ワ
マ
ン
）な
ど

1
0
0
戸
以
上
の
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
の
開
発
が
相
次
い

で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
県

内
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に
管

理
の
手
間
が
か
か
る
持
ち
家

か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
住
み

替
え
需
要
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、最
近
で
は
首
都
圏
か

ら
移
住
の
た
め
に
購
入
す
る

人
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。や
は
り
、新
幹
線
の
お

か
げ
で
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
僅
か
１
時
間
半
と
い
う
利

便
性
が
好
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。日
本
経
済
新
聞
の
記

事
に
よ
れ
ば
、

　

首
都
圏
購
入
者
の
動
向
で

は
、セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
や
定

年
後
の
住
ま
い
を
目
的
と
し

た
購
入
が
多
く
、長
野
出
身

な
ど
の
地
縁
が
な
い
人
も
い

る
と
言
い
ま
す
。5
0
〜

6
0
代
で
首
都
圏
に
家
を
持

つ
人
が
定
年
後
を
見
据
え
、

長
野
に
家
を
買
い
、ゆ
く
ゆ

J
R
長
野
駅
か
ら
徒
歩
約

1
3
分
、「
権
堂
商
店
街
」

の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
す
ぐ
隣

で
地
上
1
7
階
建
て
全

1
1
2
戸
の「
デ
ュ
オ
ヒ

ル
ズ
長
野
権
堂
」の
建
設

が
進
む
。隣
の
マ
ン
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は

4
0
0
組
以
上
が
訪
れ
、

2
0
2
5
年
2
月
下
旬
の

竣
工
を
前
に
約
9
割
の
部

屋
が
成
約
済
み
だ
。「
最
上

階
に
は
4
L
D
K
で
約

1
3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の

部
屋
も
あ
り
、1
億
円
超

で
販
売
し
た
が
評
価
を
い

た
だ
き
第
1
期
で
売
れ

た
」長
野
駅
前
と
は
言
え

な
い
立
地
な
が
ら
売
れ
行

き
は
順
調
。押
し
上
げ
て

い
る
の
が
成
約
者
の
約
3

割
に
の
ぼ
る
首
都
圏
在
住

者
だ
。も
と
も
と
首
都
圏

か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
に
ら

み
、大
型
連
休
や
年
末
年

始
な
ど
首
都
圏
か
ら
の
来

訪
者
が
増
え
る
時
期
に
長

野
駅
に
広
告
を
出
す
な
ど

し
て
い
る
が「
こ
ん
な
に

首
都
圏
の
方
が
来
て
く
だ

さ
る
と
は
」と
担
当
者
も

驚
く
。

市
町
村
は
、今
後
多
額
な
税

金
を
使
い
、道
路
を
整
備

し
、郊
外
へ
街
を
広
げ
て
ゆ

く
な
ど
と
言
う
暴
挙
は
避
け

る
べ
き
で
あ
り
、人
口
の
多

い
街
中
へ
人
を
誘
導
し
、高

齢
化
社
会
に
向
け
た
暮
ら
し

や
す
い
街
を
構
築
す
る
た
め

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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■65歳以上における都道府県庁所在地別の人口集中度（2015年、2045年）
　と人口増加率（2015年～2045年）

■75歳以上における都道府県庁所在地別の人口集中度（2015年、2045年）
　と人口増加率（2015年～2045年）

【出典】国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（2018 年推計）』より

▲デュオヒルズ長野権堂 HPより

地
方
中
核
都
市
の
代
表
、

長
野
市
で
も
中
心
地
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
加
速
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私たちとお友達になっていただけましたか？
いつでも 気軽に！ 簡単に！〈オーナー様の御用聞き〉
いつでもどこでも確認
できるのでとっても便利です！

レントライフ

ご登録は私たちがサポートいたします！お近くのレントライフ店舗にお問い合わせください｡

す
。も
ち
ろ
ん
横
浜
市
は
政

令
指
定
都
市
の
中
で
も
人
口

が
多
い
大
都
市
で
す
か
ら
、

や
は
り
歴
史
の
あ
る
中
区
や

新
し
い
街
で
あ
る
み
な
と
み

　

人
口
の
都
心
集
中
は
大
都

市
圏
内
で
も
進
ん
で
い
ま

す
。特
に
東
京
に
近
い
横
浜

市
や
川
崎
市
で
も
そ
の
傾
向

は
顕
著
に
見
ら
れ
て
い
ま

の
横
浜
市
内
区
域
で
は
、東

京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

東
京
へ
の
利
便
性
が
最
優
先

さ
れ
、交
通
の
便
に
よ
っ
て
、

人
口
が
増
加
し
た
り
ま
た
減

少
し
た
り
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
、不
便
な
所

は
将
来
的
に
も
人
口
が
増
え

ず
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。即
ち
東

京
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
で
優
劣
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

ま
た
、長
野
県
内
に
目
を

向
け
て
み
ま
す
と
、前
段
で

も
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う

に
、県
庁
所
在
地
で
あ
る
長

野
市
内
で
は
、こ
の
と
こ
ろ

不
動
産
の
需
要
が
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。中
心
地
で

は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
活
発

に
行
わ
れ
、県
内
各
地
や
首

都
圏
か
ら
の
移
住
者
も
増
え

ら
い
の
よ
う
な
中
心
地
や
交

通
網
の
要
で
あ
る
港
北
区
や

新
横
浜
で
は
東
京
の
都
心
と

同
じ
よ
う
な
人
口
集
中
現
象

が
現
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他

計
画
さ
れ
る
地
上
1
5
階
建

て
全
2
9
1
戸
の
県
内
最
大

規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
、そ

こ
か
ら
わ
ず
か
2
0
0
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
場
所
で
は
2
8

階
建
て
の
タ
ワ
マ
ン
を
視
野

に
入
れ
た
再
開
発
の
計
画
も

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。5

〜
2
8
階
に
約
2
0
0
戸
の

集
合
住
宅
、低
層
階
に
店
舗

や
オ
フ
ィ
ス
が
入
る
と
い

う
こ
と
。立
地
に
優
れ
た

2
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
県

内
の
シ
ニ
ア
世
代
の
住
み

替
え
は
ち
ろ
ん
、首
都
圏

か
ら
の
移
住
ニ
ー
ズ
も
期

待
で
き
そ
う
で
す
が
、合

わ
せ
て
約
5
0
0
戸
と
通

常
サ
イ
ズ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
換
算
す
る
と
5
〜
6
棟

分
に
も
な
っ
て
し
ま
い
、

県
庁
所
在
地
と
は
言
え
長

く
は
首
都
圏
の
家
を
売
却
し

て
移
り
住
む
の
を
想
定
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

不
動
産
調
査
会
社
の
東
京
カ

ン
テ
イ（
東
京
・
品
川
）に

よ
る
と
、長
野
市
の
新
築
マ

ン
シ
ョ
ン
の
分
譲
戸
数
は

1
9
年
に
2
4
4
戸
と
1
1

年（
2
2
3
戸
）以
来
初
め

て
2
0
0
戸
を
超
え
、2
1

年
は
2
2
6
戸
、2
2
年
は

1
1
1
戸
と
な
っ
た
。長
野

市
の
人
口
が
2
0
0
0
年
の

も
約
3
9
万
人
を
ピ
ー
ク
に

減
り
続
け
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

は
進
ん
で
い
る
と
言
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
中
心
市
街
地
の
開

発
の
今
後
を
占
う
上
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、長
野
駅

か
ら
徒
歩
約
5
分
の
場
所
で

野
市
程
度
の
中
堅
都
市
の
規

模
で
、こ
れ
か
ら
先
、大
き
な

住
宅
需
要
が
継
続
す
る
の

か
？
加
熱
し
た
需
要
が
い
つ

縮
小
す
る
の
か
？
い
さ
さ
か

疑
問
に
思
わ
れ
ま
す
が
、数

は
少
な
い
な
が
ら
も
タ
ワ
マ

ン
や
億
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
始

め
た
長
野
駅
前
の
今
後
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

て
い
る
よ
う
で
す
。そ

し
て
長
野
駅
周
辺
の
地

価
は
極
端
に
上
昇
し
ま

し
た
。私
の
相
場
観
で

は
約
１
０
年
前
の
北
陸

新
幹
線 

金
沢
開
業
の

（
2
0
1
5
年
３
月
）頃

の
２
倍
近
く
ま
で
跳
ね

上
が
っ
た
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
。や
は
り
長

野
駅
が
東
京
に
一
番
近
い
最

短
駅
で
、最
速
列
車
は
東
京

か
ら
長
野
駅
ま
で
お
よ
そ
１

時
間
2
0
分
で
結
ば
れ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
需
要
に
釣
ら
れ
て

か
？
長
野
の
郊
外
に
位
置
す

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
災
害

の
危
険
性
が
低
く
、か
つ
市

街
地
で
買
い
物
な
ど
の
便
が

良
い
地
域
で
は
住
宅
用
土
地

▲アゲイン跡地を含む約 4000 平方メートルの敷地で
　県内最大規模のマンション開発が進む

【出典】令和２年度国勢調査を横浜市がまとめ

■横浜市行政区域別人口増減

青葉区
都築区 港北区

鶴見区
緑区

神奈川区

西区

旭区旭区

南区 中区

保土ヶ谷区

金沢区金沢区

泉区泉区

戸塚区

瀬谷区瀬谷区

港南区港南区

栄区栄区

磯子区

人口増加

人口減少

レ
ン
ト
ラ
イ
フ
が
住
宅
を
提
供
す
る
テ
リ
ト
リ
ー
の
動
向
は
？

　
　

横
浜
で
は
東
京
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
で
優
劣
が
、

　
　

長
野
県
内
で
は
地
方
中
小
市
町
村
間
で
大
き
な
格
差
が…
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家主様ご負担は取り壊し相当額以下!!
空き家有効活用システム「空き家預かりくん」

その空き家、リフォームして
貸しませんか？

その空き家、リフォームして
貸しませんか？ リフォーム費用を

立て替えます！
リフォーム費用を
立て替えます！
リフォーム費用を
立て替えます！
リフォーム費用を
立て替えます！

レントライフに
おまかせください！

テレビCM
放送中!! 空き家預かりくん 検 索

の
市
場
価
格
も
近
年
高
騰
し

て
い
ま
す
。ま
た
、長
野
で

は
、北
部
の
長
沼
、豊
野
、古

里
地
区
、南
部
の
篠
ノ
井
、

松
代
、若
穂
地
区
を
中
心

に
、令
和
元
年（
2
0
1
9

年
）1
0
月
1
2
日（
土
） 

夜

間
〜
1
3
日（
日
）未
明
に

か
け
て
、千
曲
川
堤
防
の
決

壊
や
越
水
、そ
の
他
河
川
や

用
水
等
の
内
水
氾
濫
な
ど
に

よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

の
洪
水
に
対
す
る
危
険
度
は

防
災
マ
ッ
プ
で
確
認
し
ま
す

と
、市
街
地
の
何
処
を
と
っ

て
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況

で
す
か
ら
、極
端
な
影
響
は

無
い
よ
う
で
す
。や
は
り
人

気
の
あ
る
の
は
主
要
鉄
道
駅

の
周
辺
や
商
業
施
設
が
多
い

周
辺
で
そ
れ
ら
の
地
域
の
地

価
は
長
野
市
の
よ
う
な
高
騰

は
な
い
の
で
す
が
、安
定
し

て
い
る
よ
う
で
す
。心
配
な

の
は
、旧
市
街
地
か
ら
歴
史

あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
の

パ
ル
コ
と
井
上
百
貨
店
が

近
々
撤
退
す
る
と
い
う
こ
と

で
、旧
市
街
地
の
衰
退
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、観
光
都
市

で
す
か
ら
何
か
の
対
策
が
打

た
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　
但
し
、長
野
県
内
の
そ
の

他
の
地
域
、諏
訪
地
域
・
伊

那
地
域
・
飯
田
地
域
に
つ
い

て
は
、車
主
体
の
生
活
を
意

識
し
た
都
市
づ
く
り
に
な
っ

て
い
て
、旧
市
街
地
は
既
に

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
伊
那
市
に
至
っ
て

は
、中
心
駅
周
辺
か
ら
は

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
施
設
が
撤

退
し
て
し
ま
い
買
い
物
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
、

あ
る
の
は
最
近
で
き
た
こ
じ

ん
ま
り
し
た
飲
食
店
と
コ
ン

ビ
ニ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、駅

周
辺
の
住
民
は
買
い
物
難
民

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
旧
市
街
地
は
車
の
渋
滞
も

な
く
、逆
に
移
転
し
た
市
役

所
周
辺
の
郊
外
に
は
大
型
店

が
出
店
し
、休
日
に
大
渋
滞

い
ま
す
の
で
、こ
う
い
っ
た

水
害
地
域
と
水
害
の
危
険
性

が
低
い
地
域
と
で
大
き
な
格

差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
い
く
ら
地
方
都
市
で
車
社

会
と
は
言
え
、や
は
り
市
街

地
と
そ
の
周
辺
の
辺
地
と
で

は
住
宅
地
に
も
大
き
な
価
格

の
格
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
共
レ
ン
ト
ラ
イ
フ
で
は
長

野
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
分
譲

住
宅
の
提
供
を
し
て
い
ま
す

が
、や
は
り
長
野
市
で
は
分

譲
住
宅
用
に
取
得
す
る
土
地

の
価
格
が
数
年
前
に
比
べ
大

き
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
ど
う
し
て
も
各
社
の
分

譲
住
宅
が
そ
う
い
っ
た
地
域

に
集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、土
地
価
格
が
上
が
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
創
り
出

し
て
い
ま
す
。

　
松
本
市
も
中
核
都
市
で
す

か
ら
市
街
地
で
は
、極
端
な

下
落
も
な
く
そ
れ
な
り
に
土

地
価
格
は
保
た
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、や
は
り
市
街
地

と
郊
外
の
田
園
地
域
で
は
大

き
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、松
本
市
で
は
市
街
地

が
発
生
し
て
い
る
始
末
で

す
。で
す
か
ら
住
宅
地
も
広

い
道
路
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
郊
外
が
好
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。そ
し
て
今
で
も
新

し
い
道
路
を
田
園
地
帯
の
中

に
ど
ん
ど
ん
造
っ
て
い
る
と

い
う
お
粗
末
な
都
市
づ
く
り

で
す
。こ
ん
な
状
況
で
す
か

ら
旧
市
街
地
で
も
郊
外
で
も

地
価
は
全
く
変
わ
り
が
な

く
、極
端
な
話
、駅
前
で
も
田

ん
ぼ
の
中
の
土
地
で
も
同
じ

よ
う
な
価
格
で
土
地
が
手
に

入
り
ま
す
。私
共
の
提
供
す

る
分
譲
住
宅
で
も
土
地
の
価

格
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ

ん
か
ら
、建
物
の
価
格
勝
負

で
販
売
し
、人
気
の
あ
る
郊

外
が
主
体
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
将

来
の
都
市
の
姿
を
想
像
し
ま

す
と
、長
野
県
内
で
は
長
野

市
と
松
本
市
は
何
と
か
維
持

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、伊

那
市
や
他
の
中
小
都
市
は
人

口
減
少
の
荒
波
に
飲
み
込
ま

れ
て
、消
滅
都
市
の
道
を
歩

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

▲2025 年 2 月末に閉店する松本パルコ

▲長野市洪水ハザードマップ（千曲川周辺） ▲千曲川氾濫の様子

▲2023 年 4月で閉店した伊那市ニシザワ通り町食彩館
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コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
働
き
方
が
爆
発
的
に

広
が
り
、今
で
は
一
般
的
と

な
り
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
は
、オ
フ
ィ
ス
に
出

社
せ
ず
に
自
宅
や
他
の
場
所

で
仕
事
を
す
る
形
態
で
、

「
r
e
m
o
t
e（
遠
隔
）」

と「
w
o
r
k（
働
く
）」を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

移
動
時
間
が
不
要
と
な
り
、

む
し
ろ
効
率
的
に
働
け
る
と

し
て
、こ
れ
を
推
奨
す
る
企

業
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化

の
中
で
、地
方
へ
移
住
す
る

人
が
増
え
た
こ
と
は
多
く
の

方
が
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま

す
。田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て

は
い
る
け
れ
ど
、働
き
な
が

ら
移
住
後
の
再
就
職
先
と
住

ま
い
を
同
時
に
探
す
こ
と
は

か
な
り
大
変
で
す
。さ
ら
に

就
職
先
が
変
わ
る
こ
と
で
大

き
く
収
入
が
減
る
か
も
…
な

ど
の
不
安
か
ら
、移
住
に
な

か
な
か
踏
み
出
せ
な
か
っ
た

人
た
ち
が
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
お
か
げ
で
職
場
を
変
え

る
こ
と
な
く
、住
ま
い
だ
け

変
え
る
こ
と
で
、夢
の
移
住

生
活
を
実
現
で
き
た
の
で

す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
長
野
県

は
、移
住
先
と
し
て
非
常
に

人
気
が
あ
り
、全
国
唯
一
の

田
舎
暮
ら
し
専
門
誌『
田
舎

暮
ら
し
の
本
』が
毎
年
発
表

す
る「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
、多
く
の

市
町
村
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
ま
す
。長
野
県
の
各
市
町

村
で
は
、移
住
者
を
対
象
に

し
た
補
助
金
や
手
厚
い
支
援

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
、

人
気
の
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
例
え
ば
佐
久
市
で
は
、「
新

幹
線
通
勤
補
助
金
」制
度
を

令
和
6
年
4
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
が

主
で
も
、時
に
は
出
社
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。そ
ん
な
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
カ
ー
向
け
に
、新
幹
線

の
乗
車
券
購
入
費
用
を
月
最

大
2
万
円
補
助
し
て
い
ま

す
。佐
久
平
駅
か
ら
東
京
駅

ま
で
新
幹
線
で
約
7
0
分
と

い
う
佐
久
市
の
特
長
を
活
か

し
た
補
助
制
度
で
す
。

　
ま
た
長
野
市
で
は
、長
野

市
へ
の
若
者
・
子
育
て
世
帯

の
移
住
促
進
を
測
る
た
め
、

市
内
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
に

対
し
て
月
額
2
万
円
を
上
限

に
、最
大
2
年
間
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。実
際
に

そ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。移
住
後

の
生
活
を
体
験
で
き
る
こ
の

制
度
は
、い
ざ
移
住
し
て
か

ら
の
後
悔
を
避
け
る
た
め
、

お
試
し
移
住
に
も
最
適
な
制

度
で
す
。

　
さ
ら
に
松
本
市
で
は
、商

業
の
活
力
を
増
進
す
る
た
め

就
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
て
事
業
を
営
む
場

合
の
家
賃
を
補
助
し
た
り
、

新
規
開
業
者
が
、市
内
に
開

業
す
る
た
め
に
融
資
を
受
け

た
資
金
等
の
利
子
を
補
助
し

ま
す
。地
域
の
各
機
関
が
一

体
と
な
っ
て「
松
本
地
域
事

業
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
組
織
し
連
携
し
た
創
業
ス

ク
ー
ル
の
開

催
や
専
門
家

派
遣
な
ど
に

よ
り
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、子
育

て
世
帯
に
人

気
な
の
が
伊

那
市
で
す
。伊
那
小
学
校
は

通
知
表
と
時
間
割
が
無
い
公

立
小
学
校
と
し
て
有
名
で
、

動
物
を
飼
育
す
る
な
ど
多
様

な
活
動
を
通
し
て
、自
ら
学

ぶ
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。そ
ん
な
移
住
先
と
し
て

人
気
な
伊
那
市
で
新
築
住
宅

を
購
入
す
る
方
向
け
に「
い

な
住
ま
い
る
補
助
金
」で
最

大
1
5
0
万
円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
地
域
移

住
者
に
対
す
る
独
自
の
支
援

制
度
や
補
助
金
で
サ
ポ
ー
ト

し
、移
住
者
を
呼
ぼ
う
と
奮

闘
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は

地
方
圏
に
と
っ
て
常
に
悩
み

の
種
で
あ
る
、人
口
減
少
を

何
と
か
食
い
止
め
よ
う
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。あ
の
手
こ
の
手
で
首
都

圏
か
ら
移
住
者
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、果
た

し
て
地
方
の
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
…
。今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲佐久市リモートワーカー等新幹線通勤補助金チラシ
　より抜粋

長
野
県
内
各
地
域

　
　

独
自
の
移
住
支
援

今
後
の
動
向
に
注
目
！

長野県内各地域の移住に対する取り組み長野県内各地域の移住に対する取り組み

補助金合戦独自の
各エリア

で、

今後の人口減少をくい止められるか？
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編

集

後

記

編

集

後

記

　

移
住
支
援
や
補
助
金
の
記

事
を
通
じ
て
、家
族
が
ど
の
よ

う
に
新
し
い
形
で
地
域
と
関

わ
っ
て
い
く
の
か
が
非
常
に

興
味
深
い
で
す
。住
む
場
所
が

変
わ
れ
ば
家
族
の
時
間
も
変

わ
る
。都
市
で
は
味
わ
え
な
い

豊
か
な
生
活
を
求
め
て
移
住

す
る
家
族
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

も
っ
と
掘
り
下
げ
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。　　
　
　

宮
澤

家賃保証付
リフォーム
システム

アパート・マンション

預かりくん ア ド バ ン スア ド バ ン スア ド バ ン スア ド バ ン ス
預かりくん預かりくん預かりくん

究極の空室対策
自己資金 円でリフォームできる

詳しくはHPへ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
事
例

は
、新
規
の
オ
ー
ナ
ー
様
の

物
件
で
す
。築
4
2
年
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
、室
内
は
、今
の
入

居
者
に
と
っ
て
の
最
低
限
の

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
長
期
入

居
の
部
屋
に
退
去
が
あ
っ
た

た
め
、私
共
で
リ
フ
ォ
ー
ム

等
の
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。原
状
回
復
の

み
で
募
集
を
し
て
い
た
他
の

部
屋
が
な
か
な
か
入
居
が
つ

か
ず
苦
戦
さ
れ
て
い
た
た

め
、同
じ
よ
う
に
た
だ
原
状

回
復
程
度
で
は
、入
居
は
決

ま
ら
な
い
と
判
断
し
、今
後

の
賃
貸
経
営
を
見
据
え
、大

規
模
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ご

提
案
と
併
せ
て
、預
か
り
く

ん
ア
ド
バ
ン
ス
の
ご
提
案
を

致
し
ま
し
た
。。預
か
り
く
ん

ア
ド
バ
ン
ス
は
、リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
を
レ
ン
ト
ラ
イ
フ
が

オ
ー
ナ
ー
様
に
代
わ
り
立
替

え
る
の
で
、ま
と
ま
っ
た
資

金
が
必
要
な
い
た
め
大
変
ご

好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
は
月
々
の

家
賃
か
ら
ご
返
済
い
た
だ
け

設
備
も
そ
ろ
っ
て
お
ら
ず
、

に
も
拘
ら
ず
募
集
に
出
さ
れ

て
い
る
賃
料
は
近
隣
の
相
場

よ
り
も
高
い
た
め
、入
居
者

が
つ
く
こ
と
は
絶
望
的
で
し

た
。オ
ー
ナ
ー
様
を
ご
訪
問

ま
す
。銀
行
へ
の
借
入
の
必

要
が
な
い
た
め
、オ
ー
ナ
ー

様
に
は
負
担
の
少
な
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

3
D
K
の
区
切
ら
れ
た
間
取

か
ら
、大
迫
力
の
広
々
リ
ビ

ン
グ
が
魅
力
的
な
1
L
D
K

へ
と
間
取
り
を
大
変
身
さ
せ

ま
し
た
。水
ま
わ
り
設
備
は

す
べ
て
入
替
え
、さ
ら
に
床

や
壁
・
建
具
な
ど
の
内
装
も

す
べ
て
一
新
！
天
井
や
リ
ビ

ン
グ
の
壁
面
へ
ア
ク
セ
ン
ト

ク
ロ
ス
も
取
り
入
れ
、広
々

と
し
た
居
心
地
の
良
い
空
間

を
造
り
上
げ
ま
し
た
。寝
室

の
奥
に
は
、収
納
に
も
書
斎

に
も
で
き
る
２
帖
ほ
ど
の
ス

ペ
ー
ス
を
ご
用
意
。秘
密
基

地
の
よ
う
な
空
間
が
遊
び
心

を
く
す
ぐ
り
ま
す
。今
回
３

室
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
が
、募
集
賃
料
を
上
げ
た

の
に
も
関
わ
ら
ず
、ど
の
お

部
屋
も
リ
フ
ォ
ー
ム
期
間
中

に
入
居
が
決
ま
り
、オ
ー

ナ
ー
様
に
も
大
変
お
喜
び
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Before After

《保証家賃》

5.44万円

《保証期間》 

60ヶ月

預かりくんシミュレーション

367万円

工事費用

《自己資金》

40万円

《募集家賃》

6.8 万円
5年で

返済完了

LDKLDK

洋室洋室CLCL

浴室浴室

玄関玄関

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

フリー
スペース
フリー
スペース

大
開
口
の
広
々
L
D
K

　

 

快
適
空
間
に
大
変
身

２室をつなげて広々LDKを造作。キッチン・浴室・トイレ
洗面台入替え。壁、天井・床全室貼替え・建具入替　etc
２室をつなげて広々LDKを造作。キッチン・浴室・トイレ
洗面台入替え。壁、天井・床全室貼替え・建具入替　etc

和室和室
DKDK

和室和室

浴室浴室

物入物入

収納収納

玄関玄関

押
入
押
入

洋室洋室

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

収納収納

暗い和室から広々洋室へ大変身 !暗い和室から広々洋室へ大変身 !

設備も内装もすべて一新！！設備も内装もすべて一新！！

信
じ
ら
れ
な
い
大
復
活
！

ボ
ロ
ボ
ロ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
居
心
地
の
良
い
空
間
に

預

ア
パ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン

家
賃
保
証
付 

自
己
資
金
０
円
リ
フ
ォ
ー
ム

Vol.48

か
り
く
ん
事
例

紹
介
事
例

紹
介

連
載



お読みいただきありがとうございます。
レントライフ便りのバックナンバーも、
こちらから無料でご請求いただけます。

お読みいただきありがとうございます。
レントライフ便りのバックナンバーも、
こちらから無料でご請求いただけます。

レントライフ便りを請求する

https://www.rentlife.co.jp/owner/news#form
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